
予定されていた観察場所を削る等,コースを変更

しつつバスを乗 り継いで徒歩観察を行った｡

朝,宿舎を出てバスで一旦館山駅-行 くと,再

びバスに乗 り白浜-と向かった｡途中,車中から

景色を眺めていると青々とした山並と畑とビニー

ル-ウスが目に付いた｡白浜のカーネーション,

ス トックは名高い｡ ビニール-ウスの大半は花井

栽培のためのものだろう｡一万,露地での花井栽

培は特に目に止まらなかった｡花井栽培は海岸

の,冬でも湿暖な気候を利用して,耕地不足のた

め収入の多い商品作物を作る必要から始まった｡

草花の露地栽培は畑10aの収入が水田30aの収入

に劣らず,花畑からの収入は農業収入の半分を占

める｡ 安房では露地栽培が約75%を占めるが,近

年 ビニール トンネル,温室が増えてきた｡このよ

うに恵まれた気候にもかかわらず,温室等が増加

するのはなぜか,と私は疑問に思った｡

白浜の島崎でバスを降 りると北には房総丘陵が

連なっていた｡房総丘陵は今でこそ暖帯林で覆わ

れているものの山麓の海岸線跡から,かつて侵食

を受けた後,隆起 して風化されたと考えられる｡

また山腹には海食崖跡の段丘もある｡野島崎から

房総丘陵を結ぶ線上には沼 ･元禄 ･大正段丘を含

む 5段ほどの侵食段丘が見られる｡ 島崎から野島

崎-緩やかな坂を下る途中に,蛇行 した水路のあ

る畑が広がっていた｡これは政府の減反政策によ

り,以前の水田に水路を引いて少しでも水はけを

よくし,畑として利用 しているためである｡

野島崎灯台上から東を見下ろすと波に洗われて

いる岩列が見えた｡砂岩 ･泥岩から成る畑累層の

うち侵食作用に耐えた堅い岩質部分が列をなして

見えるのが岩列で,関東大震災時に隆起 した｡

他にも野島崎には観察に値するものが多 くあっ

た｡例えば亜角磯を含む岩石,ポットホール,互

層,風紋のような模様をもつ砂岩である｡野島崎

の付け根では,キーベル トとして役立つ白い 2筋

の地層も見られた｡

バスでフラワーパーク-向かい昼食をとった

が,パークの見学は割愛 して徒歩で布良-向かっ

た｡家屋の建ち並ぶ細い急な坂を下ると,人工的

に掘 り込まれた布良の港があった｡

次に平砂浦-と歩いたO平砂浦ではかつて一面

に砂丘が広がっていたが,砂が風で飛ばされ人家

等に被害を与えるため,砂止めが必要とな り人工

植林が行われ固定砂丘化が進められた｡ しかし浜

に打ち寄せられる土砂で砂丘は今だにわずかなが

らも拡大の兆 しを見せている｡また平砂浦では,

貝殻の破片 ･砂 ･磯等が海水に溶解 しているカル

シウム等の石灰質で固められたビーチロックが見

られるはずだったが,実際には観察されなかった｡

今回の巡検では中高校生時代から教科書や資料

集でしか見たことのなかった岩石の侵食作用跡や

ポットホール,様々な地層等を自分の目で直接,

観察することができ,満足だった｡

房総半島はこれまで私の生活にはあまり関係の

ない土地だったため,特にこれといった興味は抱

いていなか ったが,巡検で自ら歩いて観察 して

回ったことにより,房総に興味を持った｡という

のも我々が 1日の観察で訪れることのできる限ら

れた場所だけでも地学で扱われるような様々の作

用,地層等が実例として豊富に見られたからであ

る｡

今まで房総と聞いて単純に ｢花畑｣ くらいしか

連想できなかったが,今後は今回の巡検で得た知

識を大切にして房総を見ていきたい｡

(10月 1日～ 2日 浅海教官指導)

国土地理院巡検

初めての館山巡検から1週間もたたない秋休み

の終わ りに,2度 目の巡検として国土地理院の見

学を行った｡

8時30分,大学に集合,バスに乗 り込み,常盤

自動車道を通って一路筑波-向かった｡周囲は,

山 田 昌 代

田畑の広がる何ということはない田舎町だが,イ

ンターを降 りてしばらく行 くと様子が変わってき

た｡学園都市に入ったのだ｡学園都市内は,道路

区画や住宅がきちんと整備されすぎていて息が詰

まるような感 じがした｡
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地理院に到着すると,まず仕事内容の概要を伺

い,その後 2グループに分かれて見学を開始 した｡

解析図化室｡部屋に入って最初に目についたの

はカタコトと音をたてているコンピューター｡何

をしているのかと覗き込んでみると,なんと地図

を描いているのだった｡地理院では,従来人間が

行っていた図化 ･編集 ･製図等の作業 も,コン

ピューターを用いて行 う研究を進めているとのこ

とだった｡

中縮尺図化室では,対空標識の設置,空中写真

撮影から,空中三角測量 ･現地調査を経て,図化

素図そして編集素因の作成 までの過程について

の,説明があった｡一方ではコンピューター化が

進んでいるのに,2枚の空中写真から等高線や道

路を描き出す作業や,スクライブ原図の作成な

ど,まだまだ人間の手作業の割合が高いのには驚

いた｡

展食後,重 くなった酸を必死に支えながら,也

図 情報室で数値化についてのお話を伺 ったO国土

情報の数値化には∴国土数値情報 ,細密数値情

報,基本図数値情報の3種があ り,これらのデー

タは国や地方公共団体の計画 ･調査の資料として

広 く利用されているそ うだ｡ふと気がつ くと,私

達を案内して下さった地理院の万も,椅子に腰か

けてウトウトしているようだった｡

解析画像図化室 ,地図写真撮影室を見学 し終

わった頃には, 1日中立ち続けていた疲れがピー

クに達 し,廊下に座 り込んでしまった｡情けない｡

その廊下に貼ってある地図製版印刷工程の図の解

説を聞き,実際の作業の見学をした｡

次はレーザー測距検定棟｡昭和30年代はインバ

ル脱線尺,続いて電波,光線などを用いて測量を

行ったが,昭和40年代からはレーザーを利用する

ようになったそ うだ. レーザーは温度や湿度に敏

感なので,説明を聞 く間も,入口の扉はきちんと

閉められていた｡

最後に,全体の総括として史料館を見学 して,

私達は帰途についた｡

今までは,国土地理院というと "地図を作成 し

ている所"とい う漠然としたイメージしかなかっ

たのだが,今回の巡検で,その仕事がもっと多岐

にわたるものだということを学んだ｡地震予知,

宇宙開発,海洋開発など,地理院の仕事の重要さ

に対 して認識を新たにした｡

お土産に頂いた阿寒湖の湖沼図は,殺風景な私

の部屋に,僅かながら彩 りを添えている｡

(10月 7日 三上教官指導)
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